
平成17年度巡回展

いま・むかしおもちゃ大博覧会
－入江正彦 児童文化史コレクション－
大阪府吹田市の故・入江正彦氏が収集した児童文化史コレクションの中から、

江戸時代から現代までのおもちゃなど約400点を紹介します。

展示リニューアル情報

昭和の街かどが生まれます
学芸員調査ノート
別子鉱山図巻／簡単服／窯道具／永代記録帳

●文化人形　昭和初期

●鉄人28号　昭和30～40年代
  ©光プロダクション

●きいちのぬりえ　昭和30年代
　　蔦谷喜一画

●自動菓子販売機 正チャン
　　大正末期 

●少年第7巻第5号(6月号)



巡回展情報

いま★むかしおもちゃ大博覧会
～入江正彦 児童文化史コレクション～

　誰もに共通してある子ども時代。子どもの頃の曖昧な記憶のなかでも、お気に

入りのおもちゃで友だちと遊んだ記憶だけは不思議と鮮明に残っているものです。

　この展示では、江戸時代から現代までの子どもたちが身近に遊んだおもちゃ約

400点を展示します。これらのおもちゃは、実物による子ども文化の研究をめざ

した故・入江正彦氏が収集した約10万点の資料のなかから厳選したもので、志半

ばで急逝した氏の遺志をついで、入江コレクションは一括して兵庫県立歴史博物

館に寄贈され、日本有数の子ども文化を物語るコレクションとして展示公開され

ることになりました。

　江戸時代のからくりをはじめ、戦時下の時代が反映されたおもちゃに、ブリキ

のおもちゃ、着せ替え人形、鉄腕アトムや鉄人28号などの大流行したキャラクタ

ーおもちゃの数々。多彩なおもちゃを通じて日本の子ども文化の歩みが見えてき

ます。懐かしさと新しさが共存する親子三代で楽しめる展示です。

平成17年10月４日[火]～11月27日[日]

勝手道具
明治33年（1900）頃

ソニコンロケット
昭和33年（1958）

少女の友　第32巻第4号
昭和14年（1939）

フラフープ人形
昭和34年（1959）頃

東京大博覧会　覗き眼鏡
明治40年（1907）

おもしろ文庫 海底王国
昭和30年（1955）
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巡回展情報

 観 覧 料 巡 回 展 巡回・常設展共通

 大　  人 ５００円(４００円) ７００円(６００円)

 小中学生 ２５０円(２００円)

巡回展

いま★むかしおもちゃ大博覧会
　　～入江正彦 児童文化史コレクション～

＊（　）内は20名以上の団体料金
＊65歳以上の方は常設展・巡回展とも無料
＊小中学生は常設展無料

会期：２００５年 10月４日（火）－11月 27 日（日）
休館日：毎週月曜日
　　　　（ただし、10月10日(月)、11月7日(月)は開館、10月11日(火)は休館）
会場：企画展示室
主催：「いま・むかしおもちゃ大博覧会～入江正彦児童文化史コレ    
　　　クション～」愛媛展実行委員会（愛媛県歴史文化博物館、ＮＨＫ
　　　きんきメディアプラン四国制作センター、愛媛新聞社）
後援：愛媛県市町教育委員会連合会、ＮＨＫ松山放送局、南海放送、テ
　　　レビ愛媛、あいテレビ、愛媛朝日テレビ、愛媛ＣＡＴＶ、ＦＭ愛
　　　媛
企画協力：兵庫県立歴史博物館

★特別シアター「懐かしのヒーローたち」
　　昭和30～40年代を中心に、アニメやテレビで活躍し、子どもたちの

大人気となった懐かしのヒーローたちがかえってきます。

□番組スケジュール　

 10月　8日（土） 「鉄腕アトム　地球防衛軍」　（約30分）　　　

 10月　9日（日） 「狼少年ケン」　（約30分）　　　　　　　　　　　　

 10月22日（土）　 「ジャングル大帝」　（約30分）　　　　　　　　

 10月29日（土） 「月光仮面　恐怖のこうもり男」　（約30分）　　　　

 11月　6日（日） 「ウルトラマングラフィティ」Ⅰ  (約30分）

 11月13日（日） 「ウルトラマングラフィティ」Ⅱ  （約30分）

□時　　間　　1回目11：00～、2回目14：00～、3回目15：00～

□会　　場　　当館多目的ホール

◎参加無料（観覧ご希望の方は、上映時間までに会場へお集まりください。）

★ちえのわ教室「バランスゲームをつくろう！！」
　　コロコロとボールをころがして、あけておいた穴の中に入れていく手

のひらサイズのゲームをつくります。

□日　　時　展覧会期間中の土・日曜日　13：00～１５：００

□場　　所　当館体験学習室

□実　　費　50円　

★ワークショップ「むかしのあそびたいけん！！」
　　日光写真であそぼう （実費100円）

　　リリアンを編んでみよう （実費50円）

　　モールでキーホルダーづくり （実費100円）
　　ガリ版で年賀状をつくろう （実費100円）
□日　　時　展覧会期間中の土・日曜日 10：00～12：00

□場　　所　当館体験学習室

自動菓子販売機ノンキナトウサン
大正末期

盃運び人形
安永４年(1775)

しん板福はらゐ
江戸時代末期

紙メンコ
昭和30～40年代

飛行塔
大正時代

ティーンズルックリカちゃん
©タカラ

軍艦「鹿島」
明治末期

玉投げ玩具
大正時代
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常設展示
リニューアル情報

昭和の街かどが生まれます
物館は昨年11月に開館10周年を迎えましたが、これまでに展示の大規模なリニュ

ーアルを行ってきませんでした。そこで今回は歴史展示室４「愛媛県の誕生と歩

み」の一部をリニューアルすることになりました。

　当館では平成14年度に「昭和の街かど」、平成16年度に「昭和の子どもたち」と二度に

わたり、昭和をテーマにした企画展を開催しましたが、このリニューアルでは、これらの

企画展の世界が常設展示となってよみがえります。

　新しく登場する昭和30～40年代の街かどからは、戦後から高度経済成長にかけての人々

の暮らしが見えてきます。そこには珍しいものは何もありません。ただ、私たちが生活の

中で当たり前に使っていたものがあるだけです。でもよく見ると、移り変わりのはやい現

代社会の中で、少し前までは目にしつつも、いつの間にか失われてしまったモノがたくさ

んつまっています。どうぞ懐かしさいっぱいの昭和の街かどをお楽しみください。

博

リニューアルされた展示空間は、11月上旬にオープンする予定です。

オープン日は決まり次第、博物館ホームページに掲載します。

▲リニューアルイメージ図
洋品店、本屋・文具屋、駄菓子屋、応接間・ダイニングキッチンなど、昭和30～40年代の生活空間が再現されます。

▲企画展「昭和の子どもたち」展示風景
駄菓子屋、文具屋、学校の教室など、昭和３０年代の子どもたちになじみのある空間がつくりさだれました。
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歴
史
・
文
書

民
俗

考
古

学芸員調査ノート

歴
史
・
文
書

民
俗

考
古

資
料
名

年
代

サ
イ
ズ

所
蔵

資
料
名

年
代

サイズ

所蔵

別
子
鉱
山
絵
巻

（
東
延
斜
坑
の
馬
巻
揚
機
）

＊簡単服は民俗展示室２（愛媛のくらし）にて展示しています。

　

別
子
銅
山
は
日
本
を
代
表
す
る
銅

山
で
、
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
の

開
坑
以
来
、
昭
和
四
七（
一
九
七
二
）

年
に
閉
山
す
る
ま
で
、
約
二
八
〇
年

に
わ
た
り
大
阪
の
住
友
家
に
よ
り
採

掘
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
別
子
銅
山
で

鉱
石
が
採
掘
さ
れ
、
銅
に
精
錬
さ
れ

て
い
く
過
程
は
、
住
友
家
が
作
成
し

た
『
鼓
銅
図
録
』
な
ど
に
描
か
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
江

戸
時
代
の
作
業
工
程
を
表
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
こ
の
絵
巻
は
明
治
一

八
年
段
階
の
工
程
が
十
九
の
場
面
に

分
け
て
描
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
鉱
山

技
師
ラ
ロ
ッ
ク
が
ま
と
め
た
「
別
子

鉱
山
目
論
見
書
」
を
も
と
に
、
鉱
山

の
近
代
化
が
進
め
ら
れ
た
時
期
に
あ

た
り
ま
す
。
東
延
斜
坑
の
馬
に
よ
る

巻
揚
機
も
ラ
ロ
ッ
ク
が
計
画
し
た
も

の
で
、
明
治
二
二
年
の
蒸
気
巻
揚
機

が
導
入
さ
れ
る
ま
で
は
、
馬
が
巻
き

ロ
ク
ロ
を
廻
す
こ
と
で
、
レ
ー
ル
を

走
る
ス
キ
ッ
プ
カ
ー
を
引
き
上
げ
、

鉱
石
や
土
砂
を
運
び
出
し
て
い
ま
し

た
。
新
発
見
の
こ
の
絵
巻
は
、
近
代

化
の
歩
み
を
始
め
た
別
子
銅
山
の
様

子
を
私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
は
簡
単
服
と
呼

ば
れ
る
女
性
用
の
洋
服
で
す
。
製
作

が
簡
単
で
着
心
地
が
楽
な
こ
と
か
ら

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て

流
行
し
ま
し
た
。
関
東
大
震
災
や
女

性
の
社
会
進
出
な
ど
社
会
の
変
化
に

伴
い
、
大
正
時
代
の
中
期
か
ら
一
般

の
女
性
に
洋
装
が
紹
介
さ
れ
始
め
ま

す
。
美
的
で
す
が
動
き
に
く
い
和
服

に
か
わ
り
、
経
済
的
で
便
利
な
洋
服

が
推
奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
洋
装
推
進
の
流
れ
に
は
、

「
生
活
の
レ
ベ
ル
や
体
型
が
欧
米
の

人
と
は
違
う
」
と
い
う
理
由
で
、
洋

装
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
る
の
で
は

な
く
日
本
人
に
適
し
た
洋
装
を
提
唱

す
る
動
き
も
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば

こ
の
簡
単
服
は
、
蒸
し
暑
い
夏
を
涼

し
く
過
ご
す
た
め
に
通
気
性
の
よ
い

素
材
で
で
き
て
い
ま
す
が
、
当
時
の

欧
米
で
は
こ
の
よ
う
に
「
下
着
が
透

け
る
洋
服
」
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
下
着
は
洋
服
の
下
に
隠
す
べ

き
物
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
こ

の
簡
単
服
は
、
上
灘
町(

当
時)

で
使

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
洋
装
普
及

期
の
混
乱
を
表
わ
す
興
味
深
い
資
料

で
す
。

簡
単
服

昭
和
初
期

当館蔵

着丈　１０１㎝

こ　

ど
う  

ず   

ろ
く

べ
っ  

し   

こ
う 

ざ
ん  

え  

ま
き　
　
　

（
専
門
学
芸
員　

井
上　

淳
）

（
学
芸
員　

松
井　

寿
）

と
う
え
ん 

し
ゃ
こ
う　

  

う
ま 

ま
き
あ
げ  

き

も
く　

ろ　

み　

し
ょ

か
ん
た
ん
ふ
く
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歴
史
・
文
書

民
俗

考
古

学芸員調査ノート

歴
史
・
文
書

民
俗

考
古

兵
藤
正
帛
氏
所
蔵
・
当
館
保
管

永
代
記
録
帳
（
兵
藤
家
文
書
）

江
戸
時
代
後
期

（
嘉
永
七
（
一
八
五
四
）
年
十
一
月
条
）

縦
四
五
、
〇
㎝
×
横
一
五
、
〇
㎝

愛
媛
県
教
育
委
員
会
蔵

窯
道
具

（
松
山
市
辻
遺
跡
４
次
）

江
戸
時
代
後
期

口
径
一
六
㎝
／
器
高
一
〇
㎝

　

中
に
う
つ
わ
な
ど
を
入
れ
て
、
重

ね
積
み
し
て
焼
成
す
る
時
に
用
い
ら

れ
る
窯
道
具
の
一
つ
で
「
サ
ヤ
」
と

い
い
ま
す
。
道
路
建
設
に
伴
う
発
掘

調
査
で
は
、
窯
に
関
す
る
遺
構
や
焼

成
し
た
製
品
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
サ
ヤ
の
他
に
、
敷
き
板
、

環
ト
チ
な
ど
の
窯
道
具
が
溝
か
ら
た

く
さ
ん
出
土
し
て
い
る
た
め
、
周
辺

に
や
き
も
の
の
窯
の
存
在
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

付
近
で
は
、
安
永
五（
一
七
七
六
）

年
に
衣
山
焼
と
い
う
や
き
も
の
を
焼

い
て
い
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
豪
商
の
八
蔵
屋
が
、

信
楽
（
現
在
の
滋
賀
県
）
か
ら
陶
工

を
招
い
て
や
き
も
の
を
焼
成
し
た
も

の
の
半
年
で
廃
窯
に
な
っ
た
と
い
う
、

ま
ぼ
ろ
し
の
窯
で
す
。
松
山
藩
と
も

か
か
わ
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

そ
の
実
態
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

出
土
し
た
こ
れ
ら
の
窯
道
具
類
を

観
察
し
て
み
る
と
、
信
楽
系
の
技
術

に
よ
り
陶
器
を
焼
成
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
た
め
、
衣
山
焼
に
関

係
す
る
道
具
類
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
サ
ヤ
で
、
ど
ん
な
や
き
も
の

を
つ
く
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

＊窯道具は考古展示室に展示しています。
＊永代記録帳は文書展示室に展示しています。

　

嘉
永
七
年
十
一
月
初
旬
に
東
海
・

南
海
・
豊
後
水
道
で
連
続
発
生
し
た

大
地
震（
安
政
東
海
・
南
海
地
震
）は
、

伊
予
も
含
め
各
地
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
本
史
料
は
新
谷

藩
領
喜
多
郡
出
海
村
（
大
洲
市
）
の

庄
屋
兵
藤
氏
が
村
の
出
来
事
な
ど
を

書
き
留
め
た
帳
面
で
、
こ
こ
に
も
村

内
外
の
地
震
被
害
状
況
が
一
丁
半
に

わ
た
り
記
さ
れ
て
い
ま
す
。村
で
は

屋
敷
・
蔵
・
石
垣
等
が
傷
ん
だ
も
の
の
、

幸
い
に
も
死
傷
者
は
出
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。し
か
し
、大
洲
藩
領
郡
中（
伊

予
市
）
で
は
死
傷
者
が
数
十
人
出
た

こ
と
を
伝
え
、
宇
和
島
藩
領
に
つ
い

て
も
死
者
の
発
生
と
川
之
石
湾
岸（
八

幡
浜
市
）
で
の
津
波
の
被
害
に
触
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
佐
藩
領
宿
毛

（
宿
毛
市
）
で
は
津
波
に
よ
る
被
害

が
甚
大
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
余
震
が
二
十
日
間
程
続
い
た

と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
肝
が
裂

け
る
程
恐
ろ
し
い
」、「
津
波
は
引
き

際
が
恐
ろ
し
い
」
と
い
っ
た
生
々
し

い
感
想
も
残
し
て
い
ま
す
。
地
震
時

の
伊
予
灘
沿
岸
の
村
の
様
子
と
、
周

辺
地
域
の
情
報
を
伝
え
る
貴
重
な
記

録
で
す
。

表紙

本文

資
料
名

年
代

サ
イ
ズ

所
蔵

資
料
名

年
代

サ
イ
ズ

所
蔵

え
い 

た
い  

き  

ろ
く
ち
ょ
う

い
ず　

み

ぐ
ん
ち
ゅ
う

か
ま 

ど
う 

ぐ

（
主
任
学
芸
員　

山
内
治
朋
）

（
学
芸
員　

石
岡
ひ
と
み
）

し　
　

 　

い
た

す
く
も

わ

き
ぬ
や
ま

や　

く
ら

し
が
ら
き
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常設展示室から

季
節 　
　

図
鑑　

⑥

モノ

南
予
地
方
の
牛
鬼

　

 

〜
秋
祭
り
の
風
物
詩
〜

ちえのわ教室

ロ
ビ
ー
展
の
ご
案
内

　

「
祭
酒
牛
鬼
が
人
の
な
だ
れ
を
尾
を
角
を
」
、
こ
の
句
は
俳
人
河
東
碧
梧

桐
が
昭
和
二
年
に
吉
田
町
（
現
宇
和
島
市
）
の
秋
祭
り
を
見
た
際
に
詠
ん
だ

自
由
律
句
で
す
。
現
在
で
は
宇
和
島
市
で
七
月
下
旬
に
「
う
わ
じ
ま
牛
鬼
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
牛
鬼
は
夏
祭
り
の
象
徴
と
も
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

夏
に
牛
鬼
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
戦
後
の
こ
と
で
、
南
予
地
方
で
は

牛
鬼
は
秋
祭
り
の
風
物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
牛
鬼
の
登
場
す

る
秋
祭
り
は
十
月
か
ら
十
一
月
中
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
す
が
、
特
に
十
一

月
三
日
（
祝
）
は
吉
田
町
・
津
島
町
（
現
宇
和
島
市
）
や
愛
南
町
内
な
ど
多

く
の
地
域
で
祭
日
と
な
っ
て
お
り
、
牛
鬼
の
祭
り
を
実
際
に
見
学
す
る
に
は
、

こ
の
日
が
お
薦
め
で
す
。

からくりおもちゃ

バランスゲームを
つくろう！！
９月～11月のちえのわ教室では、コロコ
ロと小さなボールをころがして、あけて
おいた穴の中に入れて遊ぶ、手のひらサ
イズのゲームをつくります。どんな図柄
にするかはアイデア次第！

日時：毎週土・日曜日　13:00ー16:00
　　　（受付は15:00まで）
場所：体験学習室
参加費：50円（材料費）
お問い合わせ：振興課企画普及係
　　　　　　　　0894-62-6222

　

同
じ
愛
媛
県
の
中
で
も
東
予
・
中
予
・
南
予
で
は
祭
り
文
化
が
異
な

り
ま
す
。
東
予
は
だ
ん
じ
り
・
太
鼓
台
、
中
予
は
神
輿
の
鉢
合
わ
せ
、

南
予
は
牛
鬼
・
四
ツ
太
鼓
等
が
登
場
し
、
各
地
で
華
や
か
で
勇
壮
な
祭

り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
ロ
ビ
ー
展
で
は
、
県
内
各
地
の
秋

祭
り
写
真
（
約
五
十
点
）
や
、
松
山
の
秋
祭
り
を
代
表
す
る
道
後
湯
之

町
大
神
輿
（
大
正
時
代
制
作
、
当
館
寄
託
）
、
内
子
町
長
田
地
区
や
西

予
市
宇
和
町
東
多
田
で
明
治
時
代
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
神
楽
道
具（
当

館
寄
託
）
な
ど
の
祭
り
・
芸
能
に
関
す
る
収
蔵
資
料
（
約
十
五
点
）
を

展
示
し
、
愛
媛
の
祭
り
文
化
の
多
彩
性
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
秋
祭
り
の

季
節
に
県
内
各
地
の
様
々
な
祭
り
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

四ツ太鼓と牛鬼の鉢合わせ（伊方町三崎）

（
主
任
学
芸
員　

大
本
敬
久
）

●●●●●●●●

「吉田祭礼絵巻」（大正５年写、当館蔵）に描かれた牛鬼

会
期:
平
成
17
年
９
月
17
日
［土］
ー
11
月
27
日

［日］  

会
場:

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

愛
媛
の
秋
祭
り

な
ん　

よ　

ち　

ほ
う　
　

  

う
し
お
に

か
わ
ひ
が
し
へ
き 

ご

こ れ か ら の よ て い

12
・
１
・
２
月

３
・
４
・
５
月

でんでん太鼓を
つくろう！！

たいそう人形を
つくろう！！

と
う
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歴史文化講座
歴史講座
□「義経」の時代と伊予
　日時：10月２日(日)　13:30～15:30
　講師：久葉裕可（新居浜市広瀬歴史記念館館長）

□河野氏と忽那水軍
　日時：10月30日(日)　13:30～15:30
　講師：山内治朋（当館主任学芸員）

□伊予の甲冑－南予を中心に－
　日時：11月13日(日)　13:30～15:30
　講師：友澤　彰（西条市立小松温芳図書館郷土資料室）

□「関ヶ原合戦」と伊予
　日時：11月27日(日)　13:30～15:30
　講師：土居聡朋（当館主任学芸員）

□伊達宗紀の積極的開国策
　日時：２月５日(日)　13:30～15:30
　講師：藤田　正（当館企画普及係長）

民俗講座
□愛媛の祭礼文化－牛鬼・だんじり・太鼓台－
　日時：10月23日(日)　13:30～15:30
　講師：大本敬久（当館主任学芸員）

文書講座
□海の庄屋文書を読む①・②
　日時：11月６日(日)・12月11日(日)　13:30～15:30
　講師：大村　博（内子町郷土研究会会長）

□大洲藩の古文書を読む①・②
　日時：１月22日(日)・２月19日(日)　13:30～15:30
　講師：白石尚寛（大洲市立博物館学芸員）

体験講座
□凧をつくろう
　日時：10月29日(土)　13:30～15:30
　講師：都築健司（凧作り職人）

□水引でオリジナル金封をつくろう
　日時：11月19日(土)　13:30～15:30
　講師：今村謙三（伊予水引金封協同組合理事長）

□しめ縄づくり
　日時：12月11日(日)　13:30～15:30
　講師：奥田佐知子（宇和町創作館）

□火と灯り－火打ち石体験と行灯の明るさ－
　日時：２月４日(土)　13:30～15:30
　講師：大本敬久（当館主任学芸員）

リニューアル工事のため
展示室の一部を閉鎖します

　歴史展示室４「愛媛県の誕生と歩み」では、展示リ

ニューアル工事を上記の日程で行います。この工事に

ともない、歴史展示室４は一部コーナーを閉鎖します。

工事期間中はご観覧の皆さまにご迷惑をおかけします

が、ご理解ご協力をお願いいたします。

発行日　平成17年９月１日
編集/発行　愛媛県歴史文化博物館

〒797-8511
西予市宇和町卯之町四丁目11番地２
TEL(0894)62-6222 FAX(0894)62-6161
http://joho.ehime-iinet.or.jp/rekihaku

印刷　明星印刷工業株式会社

今季の表紙　
鉄人２８号　©光プロダクション
昭和30～40年代　兵庫県立歴史博物館蔵

横山光輝の作品「鉄人28号」は、昭和31年に雑誌

『少年』のふろくとして世に出ました。少年金田

正太郎が操る正義のロボットとして、「鉄腕アト

ム」とともに、子どもたちの人気を二分しました。

昭和38年にはＴＶアニメ化されました。昭和30～

40年代を代表するヒーローです。　

□工事期間：平成17年9月27日～10月30日
□工事場所：歴史展示室４「愛媛県の誕生と歩み」の一部

●●●●●●●企 画 展 開 催 報 告

「上黒岩岩陰遺跡とその時代」展

講　演　会

演題：「日本文化の特質について」（仮）
日時：平成17年11月20日(日)　13:30～15:00
講師：山本信吉氏（当館名誉館長）

　７月16日[土]の企画展オープニングセレモニーでは、

多くの方にご参加いただきました。共催いただいた愛

媛新聞社の烏谷照雄事業局長、上黒岩岩陰遺跡のある

久万高原町からは玉水壽清町長にご出席いただき、西

予市の小学生とともにテープカットを行った後、展示

室へ移動し、学芸員による解説を交えて観覧しました。

今回の企画展では、上黒岩

岩陰遺跡の発見や発掘に関

わった多くの方々にご協力

いただきました。8月７日

[日]には、上黒岩岩陰遺跡

の１次～５次の発掘調査を

行った岡本健児氏（高知女

子大学名誉教授）をお招き

して、発掘秘話をお話しい

ただき、159人の方が熱心

に聞き入る様子が印象的で

した。 振興課　企画普及係

TEL(0894)62-6222　FAX(0894)62-6161

お問い合わせ
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